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渡日前からSNSを活用し、留学生と連絡を取り

合い、情報交換を行います。新学期が始まる約半

月ほど前から留学生が来日しますが、福島駅での

出迎えをはじめ、留学生寮への案内、市役所や銀

行での手続きなど、この時期は手厚いサポートが

必要です。初めての福島での生活に不安を抱える

留学生にとって、バディは心強い味方です。少しで

も早く生活に慣れ、充実した毎日を送るために、積

極的なサポートを行っています。

「バディ登録票」*を国際交流センターに提出してください。留学生の渡日時

や、外国人が参加するイベントが実施される時に、登録メールアドレスに案内

をお送りします。渡日時期は、参加可能なバディ全員でサポートを行いますが、

後日、希望条件を基に国際交流センターでマッチングを行い、対面します。その

後は、学生同士で連絡を取り合い、活動を行っていきます。

1. 留学生の国の料理を作るイ
ベント。この時はタイ料理でし
た。 2. 国際交流をきっかけに、
今まで知らなかった日本の魅
力を再発見することも。

バディ制度

1. 福島駅でお出迎え。留学生たちも、バデ
ィの温かい歓迎にほっとひと安心。 2. 留
学生寮は福島駅から徒歩15分。寮では、管
理人さんの指示に従い、必要な書類の記
入や支払いをサポートします。 3. 市役所
の手続き。 日本語を勉強中の留学生にと
っては戸惑うことが多いので、フォローが
必要です。

ガイダンスの様子。科目
を一緒に調べ、時間割を
記入します。

WEBサイトはこちらの
QRコードから
ご覧いただけます

渡日前後のサポート

大学生活のサポートとして、キャンパス内の案内

や施設の紹介、定期券の購入方法、LiveCampus

の使い方など、様々な情報を共有します。新学期に

国際交流センターが開催する「留学生ガイダンス」

に一緒に参加して、履修や授業について相談にのっ

てあげてください。もし、留学生がサークルとの交流

を希望していれば、見学までの手助けもお願いしま

す。留学生活を一緒に楽しく過ごすために、無理のな

い範囲で活動してください。

大学生活のサポート
お互いの言語を学び合う「言語交換」で語学力を

向上させたり、文化を紹介しあったり、交流会を開催

したり…どのような交流をするかは、お互いに話し

合って自由に決めてみましょう。仲良くなった仲間た

ちと出かけるときには、福島や日本の良さを伝えて

ください。共に同じ時を過ごした思い出は、大切な

宝物です。
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這是我的 Buddy !

これからもたくさん
相談すると思うけど

よろしくね

Buddy異文化を超えて
つながる友情
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BUDDY TALK
交流のひとコマ

バディ制度は、留学生が日本での生活にスムーズに馴

染めるよう、学修や生活全般をサポートする制度です。

留学生と日本人学生が交流を深めながら、学内外での

活動を通じて異文化理解をひろげることができます。

川 いろいろな国の人と関わることで、日本以外の文化を知るきっかけになると思ったことと、

この活動が自分にとって良い挑戦になると感じて、参加しました。

活動に参加したきっかけは？

倪 彼は日本人らしくとてもシャイですが、一緒にご飯を食べに行ったり、語学の勉強をしたり

して楽しい時間を過ごしています。おかげでカルチャーショックを感じることもなく、充実した留

学生活を送れています。

川 雪が降った時にすごく喜んでいたこと。見ているこ

ちらまで嬉しくなりました。

倪 経験したこと全部です! 台湾では、「助けを求め

ること」は友情の始まりといわれているので、これから

もバディを頼って、楽しい思い出をどんどん作っていき

たいと思っています。

バディがいて良かったと思うことは？

印象に残っている出来事を教えてください

バ 到着してから寮までどう行けばいいのか、友達ができるか、心配なことがたくさんありまし

たが、到着してすぐにサポートしてくれたおかげで、とても助かったし、安心しました。みんなで楽

しめるイベントを企画してくれたり、一緒に出かけたりしたことも、とても嬉しかったです。

バディはどのようにサポートしてくれましたか？

徐 交換留学をしたいけど、迷っている時期がありました。でも、留

学生たちが楽しそうに過ごす姿を見て、やりたいことに挑戦する大

切さを実感しました。仲良くなった留学生に現地の話を聞いて情

報を得たり、相談できる環境ができたことは、大きな収穫でした。

活動で得たことを教えてください

徐 バディ活動を通して留学生と仲良くなり、国際交流に関心

のある仲間とのつながりも広がったと感じています。活動に参

加することで視野が広がり、自分自身の成長につながる貴重な

経験にもなるので、興味をもったらぜひ参加してみてください。

みなさんにメッセージをお願いします
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*登録票は国際交流センターで配布しています。WEBページからダウンロードすることもできます。



Kralt Joost

参加者 の感想

クラルト ヨースト

国際交流センター
特任助教

「留学には行きたいけど、福島について訊かれ

たらどうしよう……」東日本大震災から15年が経

過した今も、福島は世界各国から注目されてい

ます。英語で語るために必要な知識と表現力を

身につけ、福島の「風化」を防ぐために重要な「ア

ンバサダー」になりませんか？「福島アンバサダー

ズプログラム（F.A.P.）」は、海外の協定大学から

短期留学生を招き、福島大学の学生と共に、福島

の「過去」「現在」「未来」について学ぶ、福島大学

ならではのプログラムです。震災経験者や、復興

の最前線で取り組んでいる方々、さまざまな分野

の専門家から直接学び、交流することによって、

福島の復興を自分事として捉え、復興の理想的

な在り方について考えます。震災と復興のみなら

ず、世界最先端のイノベーション、観光、食など、

福島が秘めているさまざまな可能性を、国際的

な仲間と一緒に発見してください。

F.A.P.に参加し、留学生と共に福島県の

課題を学ぶ中で、語学力だけでなく多くの

視点を得ることができました。また、留学生

と話すうちに「自分の考えを伝えたい」とい

う気持ちが強くなり、英語をさらに学ぼうと

思うきっかけにもなりました。日本にいなが

ら国際交流を体験できる、貴重なプログラ

ムだと思います。海外に少しでも興味があ

る方にぜひ参加してほしいです。

福島ならではの学びの旅

最初は少し緊張しても、アイスブレイ
クや文化体験を通して、すぐに打ち解
けることができます。

留学生と共に学ぼう

プログラム内容

福島大学で実施している国際交流プログラムや留学生と
一緒に学修できる科目を紹介します。

DAY 1
大学でのオリエンテーション 福島第一原発の視察や震災遺構訪問を行い

ます。また、地域で活動している方々から、帰
還困難区域のコミュニティ再生への取り組
みについて意見を伺います。

DAY 2-5

DAY 6-7

震災と復興について理解を深める

近県への小旅行

留学生は
ホームステイ

福島の桃は

とても美味し
い!

日本文化体験として
書道にチャレンジ

世界中の人と
お友達になれました！

福島の観光地も訪問

学んだ成果をグループごとに発表します。留
学生ならではの視点・考え方が視野を広げ
てくれます。

DAY 9
クロージングセッション

環境再生事業や放射性物質対策の現状と歩
み、復興への取り組みを学びます。

DAY 8
復興の現実と希望を体感

おお ば いつ か

大場 一花 さん食農学類3年

Study with Inte rnat iona l Students
L e t ’ s St udy
Tog e t h e r !

自由時間

英語で
学ぶ科目

Courses taught in English

TOHOKU nature resources
自然や神社・仏閣での修行や講義を通

し、修験道の歴史と現代社会とのつな

がりを学ぶことで、自己成長や思考力

を養う集中プログラムです。

修験道から得る生きる力
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Basic Chinese Course
中国語の発音、文法、語彙を日本語・英

語と比較しながら基礎から学び、アク

ティビティを通じて日常会話力を養

います。

英語・日本語と比べて学ぶ中国

05 Interpreting Exercises

音読・翻訳などの実践を通して通訳スキルを習得し、英語と日本語の語

彙・文法・論理構造を比較し理解することで、学術や日常で活かせる力

を身につけます。

通訳を通して広げる言語スキル

04

Discussing Japanese Society
英語での発表や自由討論を通して、日本の現

代社会への理解を深めるだけでなく、英語の

表現力も向上させます。

多文化で考える日本
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03 国際協働プロジェクト学習
情報発信プロジェクト「Our Fukushima」に関連したプロジェクトワー

クを行い、福島や福島大学の魅力を世界に発信します。

SNSで世界に発信！

01 Fukushima’s History and Culture

近現代の日本を形成する上で重要な役割

を担ってきた福島県の歴史と文化、それに

関わる根本的な知見をフィールドワークと

講義を通して学んでいきます。

福島の歴史と文化を英語で考える

日本人学生と留学生が交流しながら英語

で学ぶ科目です。バックグラウンドの異な

る仲間との学びを通して、異文化コミュニ

ケーション力が身につきます。

Let's share ourviews!





ミュンスター応用科学大学に留学中

Is Recommended



ビザ申請は、在日外国公館で手続きや面接を行
いますので、早めに予約しましょう。また、渡航先
によっては指定されたワクチン接種が必要な場
合があります。こちらも余裕をもって確認してお
くことが必要です。

海
外

旅
行

保
険

の
加

入

※年度により異なる

K-コンテンツを活用した授業と文化体験 学びと旅、大自然が広げる未来 刺激あふれる国際都市で学ぶ 多文化社会で育む語学力

海外でしか
学べない
ことがある



留学
を経

験し
た

先輩
に訊

く

留学するには、協定校ごとに定めら

れた語学要件を満たす必要があり

ます。派遣選考の基準をクリアする

だけでなく、留学生活をより充実さ

せるためにも、日頃から語学力向上

に努めましょう。

語学力を高めよう02
留学先によっては、滞在中の生活費

を事前に閉鎖口座へ準備するよう求

められることがあるので、必要な費

用を早めに確認しましょう。また、奨

学金は成績要件があるため、日頃か

ら学業に取り組むことも大切です。

留学費用と奨学金を
確認しよう03

留学を考えている方は、様々な心配や、考えすぎてしま

うことも多いでしょう。でも、そんなときこそ勢いが大事だ

と、留学を終えた今ならはっきりと言えます。迷っているの

なら、ぜひ「行く」という選択をしてください。そうすれば、

悩んでいたのが嘘のように、案外うまくいくものです。ずっ

と悩み続けて何もしないよりも、頭を空っぽにしてビシッ

と決めてほしい。思い切って行動すれば、道はきっと開け

ます。タイミングを逃さず一歩踏み出せば、その先には宝

物のような経験が待っているはずです!

す うい

徐 蔚 さん経済経営学類 4年

留学前に知っておこう!



Path to CEFR C1(前期後期６科目)を１年間集中

的に履修することで、英検１級レベルへスキルアッ

プすることが可能です。
履修要件 : 原則としてAELまたは自主学修プログラム履修済みの方

大学で英語を学ぶ必要があるのか？あるとすれば、

何を目指し、どのようなアプローチを取るべきなの

か？まずは、そこから考えてみましょう。日本語を含

む言語間の比較を通して、主体的な外国語学習に

必要な「音韻・語彙・文法」の感性を磨きましょう。

3年次より、高い英語力を武器に広い視野に立ち、

各自の専門性の向上に邁進することができます。
and / or

英語学習で得られた自信と感受性をベースに言

語間の共通点と相違点を比較しながら、中国語や

ドイツ語、スペイン語など、多言語のマスターを目

指します。

私は1年次後期からC1、Projectに参加していますが、2年次後期で

も長文の理解に苦しみ、IELTSでもなかなか思うような結果が出ませ

んでした。このままで本当にC1なんて達成できるのかと焦りを感じる

ことも多かったです。しかし、学類や年齢、国籍を超えた多様なバック

グラウンドを持つ仲間と学習できる環境や、何先生の知見に富んだ授

業が大きなモチベーションとなり、楽しく英語学習を続けることがで

きています。そしてC1を達成した今、自分を信じて、焦らず、毎日少しず

つ積み重ねていくことの大切さを強く実感しています。自分の課題と

今向き合うことを恐れず、これからも更なる高みを目指して挑戦して

いきます！

私は3年次前期からC１Projectに参加しています。授業では主に

IELTSの問題を扱い、アカデミックな英文を通して英語力のみならず、

広範かつ専門的な知識を身につけることができます。扱われる内容

は非常に興味深く、毎回の授業において新たな分野の知見に触れら

れる点に大きな魅力を感じています。本プログラムへの参加を通じ

て、これまで関わりのなかった他分野の話題にも関心を持つようにな

り、視野の拡大を実感しました。広範な知識と多角的な視点は、他者

との協力が必要不可欠である研究活動を行う上で大いに有用である

と考えています。以上の理由から、理系分野、特に大学院進学を志望

している方に本プログラムへの参加を推奨します。

最短２年次に
C１達成!

今年度から、C 1 、 P r o j e c tのコンテンツとして、新科目

「Academic、English、Literacy、(AEL)」を開講します。この科目

は、「なぜ大学で英語を学ぶのか？」という問いを出発点に、その意

義をともに考えていきます。英語を単なるコミュニケーションの手

段としてではなく、アカデミックな探究に不可欠な知的資源として

捉え直し、「大学での学び」を支える土台としていきます。授業では、

日本語など他言語との比較を手がかりに、英語の音韻・語彙・文法

の構造的特徴への理解を深めるための新たな視点を提示します。

これまでに習得してきた英語の知識を、大学で求められる能力へと

発展させ、実践的な学修へと結び付けます。４月期および２月期には

TOEFL ITP®を実施し、英語諸技能の成長と今後の課題を「見える」よ

うにします。機械翻訳やAIの発展が進む今だからこそ、それらのツール

を主体的・批判的に活用する力を養い、人間ならではの言語能力を磨

いていきます。将来、高い英語力を確固たる強みとして、研究者や多様

な分野で活躍するグローバル人材を目指しましょう。

「AELから、C1へ。」一緒に、新たな挑戦を始めてみませんか。

何 敏国際交流センター 准教授

*Common European Framework
of Reference for Languages

Project
1C

CEFR（セファール）*は語学力の国際基準で、外

国語の熟達度を６つのレベルに分けて評価して

います。C1は上から２番目に高いレベルで、熟練

した言語使用者として分類されており、就職、大

学院進学など、英語圏で問題なく活躍できる目

安となっています。

● TOEFL ITPで学修成果の可視化（年2回）

発音(音読)にフォーカスした語彙力の強化
を実感し、リスニングとアウトプットの素地
を作ります。

● 発音重視

通訳訓練法を用いた指導のため、徹底的に
日本語を使います。日本語との比較を通し
て英語を分析的に理解するとともに、言い
換えや要約の力を高め、論理的で中身のあ
るアウトプットを実現します。

● 日本語の使用

C1pProjectは、CEFRCC1レベルの語学スコア

取得を目標に、英語圏の大学や大学院での

学修と研究に必要な４技能を徹底的に鍛える

インタラクティブなプログラムです。

福島大学ならではの挑戦

A1

BASIC INDEPENDENT PROFICIENT

A2
B1

B2

C1 C2

What is C1?

Special Features

2

1
First year

Second year

Third year〜
3

しばやま しゅん

柴山 舜 さん

共生システム理工学類 3年

参加をご希望の方は、
授業見学（予約制）をお
願いします。QRコード
よりお申込みください。

仲間たちと切磋琢磨しあいなが
ら、確かな力を身につけていき
ます。

1. さまざまな分野で活躍す
る講師をお招きしています。
2. 講義後の質疑応答では、
英語で質問するなど、普段
の学習成果を発揮する良
い機会となっています。

1 2

受講者の声

イベント 参加方法

せい の か りん

清野華鈴 さん

人間発達文化学類 3年

理系にこそ
勧めたい

1 Projectへの誘い：C AELのすすめ

納得ゆえの主体性で自分の 限界を突破 しよう

やっぱり
積み重ね

英語学習以外にも、留学経験者による体験談や、留学中の学生

による出身大学・自国文化の紹介を実施し、留学に関する情報提

供を行っています。また、海外からの講師による講演会も開催して

います。

シーワン

自
主
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

刺
激
と
気
づ
き
に
満
ち
た
学
び
あ
い
の
場
で

学
年
・
専
攻
・
国
籍
・
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度
の
異
な
る
仲
間
と
と
も
に

英
語
学
習
の
頂
点
に
挑
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ま
す

、

。

、

Academic English Literacy(AEL)

Path to CEFR C1

無限大の可能性への挑戦



Fukushima University International Center

TEL : 024-503-3067

E-MAIL : ryugaku@adb.fukushima-u.ac.jp

福島大学国際交流センター
窓口受付時間

平日 9:00-12:30 / 13:30-17:00

日本人学生と留学生が交流できる

イベントを定期的に企画しています。毎年春と

秋には新入留学生の歓迎会が開催され、毎回多くの

留学生と日本人学生が参加しています。出会いを広

げ、交流を深める良いチャンスです。ぜひ一緒に楽しみ

ましょう！

国際交流イベント

貸出期間は
１人１冊
１週間です

お気軽に
ご相談ください

茶道を体験しました

留学生のサポート

留学生の生活や学習に関する相談はもちろ

ん、在留資格に関する手続きや各種申請のサ

ポート、奨学金の案内、地域で行われるイベン

トの紹介など、さまざまな支援や情報提供を

おこなっています。

留学や語学検定試験を受験する際に参考となる図

書や、留学生が日本語を学ぶための図書、英文書籍な

どを貸し出しています。

図書の貸し出し

留学情報
各種相談

本学と学術・学生交流協定を締結

している大学の情報や、留学した先輩

の報告書を閲覧することができます。また、

窓口では、短期・長期留学や語学学習など

の相談を随時受け付けています。

※本学の学生のみ登録可能

国際交流に関する各種

情報を配信しています。

希望する方はQRコー

ドよりご登録ください。

URL : https://kokusai.adb.fukushima-u.ac.jp

国際交流センターは、国際交流の窓口として学生の皆さんの
サポートやイベント等の情報発信をしています。

Introduction of International Center

Mailing
list

りんご狩りと日本文化体験

留学生歓迎会 韓国訪問団との交流

国際交
流センターの紹介


